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作業内容説明書
作成単位

作成年月日
作成者
番号


営業・物流・本社管理システム再編成  目標設定～現状調査・分析








84.1.18
田淵
1113

工程番号
作業名称
担当･ｸﾞﾙｰﾌﾟ
作業
期間
作業内容（ねらい、作業概要、留意事項）
［入力］・出力（成果物）
備  考

1101
プロジェクト発足・
チーム編成
全員
59.1.9
プロジェクト・チーム発足に伴うプロジェクト作業のオリエンテーション。
メンバ全員がプロジェクト目標を確認する。そのためにプロジェクト起案書と予備調査検討資料を全員で確認する。
P/Cスタッフ（以下P/C）は、当フェーズの全体スケジュール案を提示し、各グループのプロジェクト目標設定を指示する。
プロジェクト要望書
[予備調査検討資料]
1泊2日の合宿形式で行う。

1110
目標設定（営業）
営業
（田淵
ほか3名）
1. 10～
1.20

8日
営業グループのプロジェクト目標を設定する。そのため次のタスクを実行する。
・現状システム資料を検討する。
・プロジェクト作業の目的・ねらいを検討する。
・プロジェクト目標の確認資料（5W2H）を作成する。
・概略のシステム想定を行う。
・各アクティビティ・タスクの作業内容を検討し、必要な工数・期間を見積る。
・現状調査・分析アクティビティの詳細作業ネットワークを作成する。
・各アクティビティの作業計画（ガントチャート）を作成する。
[現状システム資料]

プロジェクト目標確認資料
概略システム想定資料
各アクティビティ作業を概略実施する。

1130
目標設定（物流）
物流
（松沼
ほか4名）
1. 10～
1.20

8日
1110営業グループの作業内容と同じ



1150
目標設定（管理）
本社管理
1. 10～
1.20

8日
1110営業グループの作業内容と同じ



1170
プロジェクト目標承認
（全グループ、全体）
全員
1. 19～
1.20

2日
各グループのプロジェクト目標の内容を全員で確認する。
・各グループの調整ポイント（調整事項・時期）および共同検討が必要ないし効率的と考えられる作業を洗い出し、調整を図る。
・各グループの作業日程と全体スケジュール案に差異がある場合には調整する（同じ部門には共同調査を行い、ユーザの調査協力に重複がないようにする）。
・利用部門責任者へのプロジェクト目標承認会議
営業、物流、本社管理の各責任者に対してプロジェクト目標、概略システム想定、フェーズ計画について承認を得る。
フェーズ計画（改）
プロジェクト・マネジャの調整機能が重要
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